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議題 小樽市立地適正化計画の策定について 序 計画策定に当たって（他都市参考事例）

立地適正化計画の作成状況（出典：国土交通省ホームページ）

●令和３年４月１日現在、具体的な取組を行っている都市は、本市を含め全国で５８１都市

●このうち、策定済みの都市は全国で３８３都市（オレンジ色）、道内では札幌市や室蘭市など２１都市が同計画を

策定・公表し、計画に基づく施策を進めている。

◆「立地適正化計画」の作成状況

次ページで
「広島県呉市」の事例

をご紹介

北海道内（38市町）
※本市は、現在作成中の

ため「白」表示
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議題 小樽市立地適正化計画の策定について 序 計画策定に当たって（他都市参考事例）

立地適正化計画ってなんだろう？（出典：呉市ホームページ）
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議題 小樽市立地適正化計画の策定について 序 計画策定に当たって（他都市参考事例）

立地適正化計画ってなんだろう？（出典：呉市ホームページ）

43



5
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議題 小樽市立地適正化計画の策定について Ⅰ 小樽の市街地形成のあゆみ

資料４ 「小樽の鉄道の移り変わり」

・本資料は、小樽市総合博物館が作成し、同館においてプロジェクションマッピングで公開しているものを
加工しています。

・同館へご来場の際は、是非ご覧ください。
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議題 小樽市立地適正化計画の策定について Ⅱ 計画の概要等

― 目 次 ―

序 計画策定に当たって

・立地適正化計画の作成状況及び大枠（他都市参考事例・広島県呉市）

Ⅰ 小樽の市街地形成のあゆみ

・「小樽の鉄道の移り変わり」（資料４）

Ⅱ 計画の概要等

１ 立地適正化計画策定の必要性

２ 小樽市立地適正化計画の策定について

Ⅲ 計画策定の進め方

・・・・・・・・・・・・・・・p1~p4

・・・・・・・・・・・・p5~p6

・・・・・・・・・・・・p7~p39

・・・・・・・・p40~p44

・・・・・・・・・・・・・・p45~p47



2,230 

108,113 

164,282 

198,511 
180,728 

150,687 

111,422 

69,422 

32,280 

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

1968（M1） 1920（T9） 1940（S15） 1960（S35） 1980（S55） 2000（H12） 2020（R2） 2040（R22） 2065（R47）

（人）

高齢化率※

5％ 11％ 23％
41％

50％

1922（T11）
市制施行

1940（S15）
高島町・

朝里村合併

1958（S33）
塩谷村合併

（速報値）

（公簿現住人口）

（ピーク人口）

１００年間

６０年間４０年間
約2,260人／年増 約1,450人／年減

（第1回国勢調査）

将来推計人口
（国立社会保障・人口問題研究所）

国勢調査人口
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議題 小樽市立地適正化計画の策定について Ⅱ 計画の概要等

●本市の総人口は、1922（大正11）年の市制施行以降、高島町など３町村との合併を経て増加

●1960（昭和35）年の約20万人をピークとして減少に転じ、2020（令和2）年には約11万1千人（速報値）まで減少

現在は、町村合併前の第１回国勢調査時点（100年前）の人口とほぼ同規模

●国立社会保障・人口問題研究所の推計では、20年後には約6万9千人、４５年後には約３万２千人にまで減少

ピーク時の人口の約１／６（約１６%）になるものと予測されている。

また、人口減少が進むと同時に、高齢化も進むことが予想されている。

高齢化率※

54％

２０年後の将来

４５年後の将来

現 在

１ 立地適正化計画策定の必要性

◆総人口と高齢化の推移等から見る小樽市の現状と将来（市全体・マクロ的）

ピーク時の
１／６

※ 総人口に占める６５歳以上の割合
1920年及び1940年については、年齢別人口未調査のため高齢化率なし。
2020年、2040年及び2065年の高齢化率は推計値
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議題 小樽市立地適正化計画の策定について Ⅱ 計画の概要等

※令和2年の行政区域面積を100％とした場合の割合

年月日 合併の経緯 行政区域面積 割合※

① 大正11年8月1日 市制施行 ※市域:北は手宮公園、西は長橋中学校、東は平磯岬付近 56.754 ㎢ 23 %

② 昭和15年4月1日 高島町合併（8.350㎢増） ※現在の高島、祝津 65.104 ㎢ 27 %

③ 昭和15年9月1日 朝里村合併（115.767㎢増） ※現在の桜、朝里、新光、張碓、銭函等 180.871 ㎢ 74 %

④ 昭和33年4月1日 塩谷村合併（53.21㎢増） ※現在のオタモイ、塩谷、桃内、忍路、蘭島 234.081 ㎢ 96 %

令和2年10月末現在行政区域面積 243.830 ㎢ 100 %

市域変遷図

出典：小樽市統計書



朝里村

高島町

塩谷村
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小樽名所図絵（昭和４年）
市立小樽図書館所蔵

昭和４年当時の小樽市の鳥瞰図（町村合併前）
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ＪＲ小樽駅（現在）

小樽市役所

小樽商科大学（現在）
天狗山スキー場（現在）

西陵中学校（現在）

ＪＲ南小樽駅（現在）

小樽名所図絵（昭和４年）
市立小樽図書館所蔵

11

中心部
拡大図
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平磯岬

勝納川

朝里村 小樽市

小樽名所図絵（昭和４年）
市立小樽図書館所蔵

12

朝里側
拡大図
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手宮公園

長橋中学校

高島町

塩谷村

小樽名所図絵（昭和４年）
市立小樽図書館所蔵

13

高島側
拡大図
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高島町全図（昭和９年）
小樽市総合博物館所蔵

昭和９年当時の高島町全図（町村合併前）

塩谷村

赤岩山山中海岸

高島町役場（当時）

祝津小学校

高島小学校

高島町
小樽市指定歴史的建造物

旧高島町役場庁舎（昭和10年築）

日和山灯台

小樽市
【参考】昭和１４年当時の人口 8,516人（1,616世帯）
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町名地番改正小樽市全図（昭和７年）
小樽市総合博物館所蔵

小樽市

朝里村

【参考】昭和１４年当時の人口 5,280人（1,084世帯）

昭和７年当時の朝里村が記載された図（町村合併前）

高島町

札幌市



１ 「小樽市立地適正化計画」の策定について 17

塩谷村全図（昭和２９年）
市立小樽図書館所蔵

16

塩谷村役場（当時）

ＪＲ塩谷駅（現在）

ＪＲ蘭島駅（現在）

長橋中学校

小樽市

余市町

昭和２９年当時の塩谷村全図（町村合併前）

【参考】昭和３３年当時の人口 8,178人（1,575世帯）

※現在の塩谷児童センター付近

塩谷村


